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チャレンジデー２０１０
5月26日（水）　午前０時～午後９時 開催！

会津坂下町 vs宮城県七ヶ浜
町

楽しく体を動か
して

今年も勝利を目
指そう！

チャレンジデーは毎年 ５ 月の最終水曜日に全国で一斉
に開催される住民総参加型のスポーツイベントです。人
口規模がほぼ同じ自治体・地域同士が午前 ０ 時から午後
９ 時までの間に１５分間以上継続して、何らかの運動・ス
ポーツを行った住民の参加率（％）を競います。対戦に
敗れた場合は対戦相手の旗を庁舎のメインポールに １ 週
間掲揚するというユニークなルールで行われています。

５月２６日（水）は

メイン会場（坂
下小北側駐車場

）に

みんな集まれ!

会津坂下町営駐車場（坂下小学
校北側）をメイン会場に町内各地
で様々なイベントが繰り広げられ
ます。 みんなで参加しよう！

健康づくりはスポーツから。

まずはチャレンジデーからスタート！



◆日　時　 ５ 月２６日（水） ９ ：００受付　 ９ ：１５開会式（所要時間約 ２ 時間）
◆場　所　メイン会場(坂下小北側町営駐車場)集合
◆コース　いきいき元気幸せウォーキングロード特設コース（約１０㎞）
　　　　　（春日八郎おもいで館〜杉の糸桜〜立木観音〜心清水八幡神社
　　　　　めぐりコース）
◆対象者　健康な方ならだれでも参加できます。
◆参加料　無料（ウォーク日本１8００の認定を受ける場合は3００円が必要）
◆申込み　事前申込みは不要です。当日 ９ ：００に会場で受付して下さい。
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チャレンジデー2010への参加報告は

FAX 83−7437（当日のみ）へお願いします。

勝敗のカギを握るのはあなたの参加と報告です。
15分間運動したら、必ず報告してください！

報告は FAX・電話・メール・直接集計 BOX へ
F A X　83-7437（チャレンジデー専用回線） 又は、83-44９8 ・ 83-２3０１
電　話　83-3０１０
E-mail　cyuou@town.aizubange.fukushima.jp
集計 BOX はメイン会場・集計本部（中央公民館）・役場・地区公民館等にあります。

運動の内容は普段行っているスポーツでもＯＫ
掃除・買物・犬の散歩でも、運動を意識して行えばＯＫ

運動をして、体を動かすことの爽快さを感じましょう。

チャレンジデーオリジナルTシャツ発売中 チャレンジデー速報配信します

今年もオリジナルTシャツを販売します。ご希
望の方は、サイズ・代金（１枚7００円）を添えて
事務局（℡83-２3０１）まで申し込みください。
数に限りがあります。お早めに!!

当日、1時間ごとの参加率の状況をメールで配
信します。希望される方はスポーツ情報希望と
入力し、下記までメールを送信してください。
cyuou@town.aizubange.fukushima.jp

▼問い合わせ先　チャレンジデー実行委員会（町民体育館内）　℡83-2301　

チャレンジデーの詳しい内容は、
チャレンジデーニュースをご覧下さい !

チャレンジデー ･ウォークinあいづばんげ 開催!

（健やか・爽やかウォーク日本1800ふくしま59認定大会）
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一般会計予算

平成22年度の当初予算が決まりました 71億9,300万円 前年比
7億2,900万円増

町たばこ税 125,000千円（8.48%）
軽自動車税 38,150千円（2.59%）

入湯税
110千円（0.01%）

固定資産税
724,804千円（49.20%）

町民税
585,200千円（39.72%）

町　税
1,473,264千円
（20.48%）

地方交付税
2,691,000千円
　（37.41%）

町　債
1,204,000千円
　（16.74%）

県支出金
501,028千円（6.97%）

国庫支出金
490,853千円（6.82%）

その他の交付金
215,775千円（3.00%）

地方譲与税
126,500千円（1.76%）

依存財源
（72.70％）

自主財源
（27.30％）

1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3

○諸収入
 160,056千円（2.23%）
○繰越金
 145,000千円（2.02%）
○使用料及び手数料
 116,109千円（1.61%）
○分担金及び負担金
 57,089千円（0.79%）
○財産収入
 7,010千円（0.10%）
○繰入金
 5,315千円（0.07%）
○その他
 1千円（0.00%）

労働費　7,725千円　　　災害復旧費　4,504千円　　　予備費　11,693千円

◦子ども手当事業
２8２,88０千円

◦後期高齢者医療支援
２５０,8１９千円

◦介護保険繰出
２3５,83１千円

◦国民健康保険繰出
１６4,１4０千円

◦障がい者支援事業
１73,77２千円

◦乳幼児児童医療費助成
５２,3５０千円

主な内容

民　生　費
福祉増進のために
1,502,927千円

（20.89%）

◦中岩田住宅建替事業
２3１,６7２千円

◦道路新設改良事業
１６１,378千円

◦坂下東第一地区土地
　区画整理事業繰出

１５９,２74千円
◦公共下水道事業繰出

１１3,０６２千円
◦中村街道線第一土地
　区画整理事業

4５,５００千円

主な内容

土　木　費
道路、橋の整備に
959,397千円

（13.34%）

◦職員の人件費
６９１,88２千円

◦電子行政システム
５５,９4２千円

◦市町村生活バス路線
　運行

１５,487千円
◦住民基本台帳電子
　システム

　　　　　１7,3５０千円
◦第 ５ 次振興計画策定

５,3００千円

主な内容

総　務　費
一般的な事務に
972,354千円

（13.52%）

◦学校給食調理場建設
　　　５8６,7６２千円

◦中学校建設事業
　　　　34,６００千円

◦自主公民館運営
　　　　3０,５88千円

◦幼・小・中学校通学・
通園補助

　　　　２8,６５５千円
◦埋蔵文化財発掘調査

２4,２4６千円

主な内容

教　育　費
学校、社会教育の充実に
1,330,459千円

（18.50%）

目的別� 71億9,300万円（100%）

歳入総額

71億9,300万円

歳出総額
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依存財源
（72.70％）

自主財源
（27.30％）
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4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
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○諸収入
 160,056千円（2.23%）
○繰越金
 145,000千円（2.02%）
○使用料及び手数料
 116,109千円（1.61%）
○分担金及び負担金
 57,089千円（0.79%）
○財産収入
 7,010千円（0.10%）
○繰入金
 5,315千円（0.07%）
○その他
 1千円（0.00%）

公債費　829,267千円　 　　議会費　 86,902千円　 　　諸支出金　134,462千円その他 （14.94%）

◦農山漁村活性化プロジ
ェクト支援交付金

１3５,０２２千円
◦国営かんがい排水事業

１０１,９６６千円
◦農業集落排水事業繰出

５６,９77千円
◦農地・水・環境保全対策

34,337千円
◦県営かんがい排水事業

２4,６２０千円
◦中山間地域等直接支払

２3,９4９千円

主な内容

農林水産業費
農林業の振興に
581,094千円

（8.08%）

◦温泉施設管理委託
５２,６９２千円

◦商工業者への貸付資金
4０,０００千円

◦観光物産協会補助
１９,２００千円

◦商工会運営費
　　　　　 ５,8００千円

◦中心市街地活性化対策
事業

 ５００千円

主な内容

商　工　費
商工業の振興に
166,562千円

（2.31%）

◦常備消防負担金
２２4,87０千円

◦消防団員報酬
　１９,8６６千円

◦分団運営費
５,8９９千円

◦総合防災システム整備
５,7０６千円

◦消防施設整備
２,4０５千円

主な内容

消　防　費
消防組織の整備に
286,444千円

（3.98%）

◦会津若松地方広域市町
村圏整備組合負担金

９５,５９６千円
◦廃棄物処理収集

５２,００7千円
◦疾病予防対策

4５,５９６千円
◦合併処理浄化槽設置

　　　　　２０,０77千円
◦クリーン町環境保全・

美化
 3,９１3千円

主な内容

衛　生　費
疾病予防、ゴミ処理に
319,210千円

（4.44%）

①　

平
成
23
年
4
月
稼
動
開
始
予
定
の
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
第
二
中
学
校
の
体

育
館
改
築
に
向
け
た
準
備
を
実
施
し
、
教
育

施
設
適
正
配
置
に
基
づ
く
施
設
整
備
を
進
め

ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
等
を
目
的

に
22
年
度
も
専
門
指
導
員
・
特
別
支
援
員
・

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し

ま
す
。

②　

下
水
道
中
央
処
理
区
、
農
集
排
長
井
処
理

区
の
整
備
を
進
め
、
生
活
環
境
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
ま
た
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
町
道
水
原
線
踏
切
の
拡
幅
・
改
良
工

事
の
年
度
内
完
了
と
中
岩
田
住
宅
8
号
棟
の

年
内
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

③　

米
戸
別
所
得
補
償
制
度
や
海
外
輸
出
に
よ

る
農
産
物
販
路
拡
大
等
の
取
り
組
み
に
よ
り

農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
緊

急
雇
用
創
出
基
金
事
業
等
を
引
き
続
き
活
用

し
、
雇
用
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

④　

今
年
度
も
義
務
教
育
終
了
時
ま
で
の
医
療

費
助
成
、
妊
婦
基
本
検
診
の
無
料
化
、
金
銀

交
流
サ
ロ
ン
の
活
用
な
ど
子
育
て
支
援
充
実

の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
新

た
に
創
設
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
の
支
給
が
6

月
（
4
・
5
月
分
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
事
業
の
緊
急

性
・
必
要
性
・
優
先
度
の
観
点
か
ら
、
現
実

に
対
応
し
た
事
業
を
重
視
し
、
町
民
の
満
足

度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

町税の内訳

町税総額 14億7,326万4千円



6

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
自
営
業
者
等

の
皆
さ
ん
の
医
療
保
険
を
賄
う
会
計
で
、
国
や

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
と
加
入
者
が
納

め
る
保
険
税
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

啓
蒙
活
動
・
健
診
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
医

療
費
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。

老
人
保
健
は
、
過
年
度
医
療
費
の
清
算
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

県
内
の
各
市
町
村
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
運
営

す
る
医
療
保
険
制
度
で
、町
に
お
け
る
業
務
は
、

窓
口
に
お
け
る
諸
手
続
き
等
の
業
務
及
び
保
険

料
の
徴
収
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
は
毎
年
増
え
続
け
る
介
護
認
定
者

を
支
援
す
る
特
別
会
計
で
、「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
て
介
護
予
防
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

介
護
す
る
家
族
向
け
の
講
習
会
も
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
古
坂
下
地
内
の
国
道
4９
号
線
改

良
工
事
及
び
桜
木
町
地
内
の
町
道
水
原
線
Ｊ
Ｒ

踏
切
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
等

を
実
施
し
ま
す
。

坂
下
東
処
理
区
は
、
平
成
２１
年
度
末
ま
で
に

約
38　

の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。本
年
度
は
、

国
道
4９
号
線
改
良
工
事
に
伴
う
古
坂
下
地
内
の

管
渠
埋
設
を
実
施
し
、
供
用
区
域
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。
坂
下
中
央
処
理
区
は
、
平
成
２１
年
度

末
ま
で
に
約
７
０
０
ｍ
の
管
渠
埋
設
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
茶
屋
町
及
び
緑
町
地
内

に
お
い
て
約
６
０
０
ｍ
の
管
渠
埋
設
を
実
施
し

ま
す
。

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

　

・
家
屋
移
転　

６
戸
７
棟

　

・
都
市
計
画
道
路
築
造　

６０
ｍ

　

・
区
画
道
路
築
造　

１
７
０
ｍ

　

・
整
地
工
事　

１
，
２
０
０
㎡

を
補
償
・
整
備
す
る
計
画
で
す
。

長
井
処
理
区
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
処
理
施

設
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

処
理
施
設
の
管
理
棟
建
築
工
事
及
び
管
渠
埋
設

等
を
実
施
し
ま
す
。

下
水
道
事
業

坂
下
東
第
一
地
区

　

土
地
区
画
整
理
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

平成22年度　特別会計予算の内訳

ha

主 な 内 容

会　　計　　名 平成２２年度 平成２１年度 対前年度比

国 民 健 康 保 険 2,024,866 2,001,110 1.18 ％

老 人 保 健 1,264 12,074 △ 89.53％

後 期 高 齢 者 医 療 177,240 167,322 5.93％

介 護 保 険 1,563,623 1,530,408 　　   2.17％

下 水 道 事 業 395,000 309,000 27.83％

坂 下 東 第 一 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業

322,450 377,000 △14.47％

農 業 集 落 排 水 事 業 143,000 132,600 7.84％

水 道 事 業
収 益 的 収 入 489,694 501,778 △ 2.41％

収 益 的 支 出 484,852 498,963 △ 2.83％

特別会計予算
（単位：千円）

国
民
健
康
保
険

老
人
保
健

後
期
高
齢
者
医
療　

介
護
保
険

水
道
事
業
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平
成
２２
年
３
月
末
現
在
の
財
政
状
況

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

６4
億
６
４
０
０
万
円
で
編
成
さ
れ
た

当
初
予
算
は
、
追
加
経
済
対
策
に
よ
り

編
成
さ
れ
た
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
な
ど
の
国
庫

補
助
金
の
交
付
に
よ
り
7０
億
６
７
６
４

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
福

祉
の
維
持
向
上
に
向
け
た
効
率
的
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

２１
年
度
の
主
な
事
業
で
あ
る
中
岩
田

住
宅
建
替
事
業
の
う
ち
８
号
棟
建
設
工

事
に
つ
い
て
は
、
２２
年
内
完
成
に
向
け

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

ま
た
国
の
追
加
経
済
対
策
に
伴
う
交

付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
寺
地
区
の

光
ケ
ー
ブ
ル
整
備
を
は
じ
め
、
町
道
整

備
や
旧
川
西
小
校
舎
の
公
民
館
改
修
工

事
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
に
活
用
し
ま

し
た
。

平成21年度　下半期の財政状況

平
成
21
年
度

　

下
半
期
の
財
政
状
況

主
な
事
業
の
進
捗
状
況

一般会計（平成21年10月～平成22年3月）
歳　出

（単位：千円）

科　　目 予算現額
支 出 済
現 在 高

支出率
（％）

議 会 費 8６,838 8５,９88 ９９.０

総 務 費 １,１６8,５２8 １,０4５,8９６ 8９.５

民 生 費 １,3６3,５９3 １,２５4,74０ ９２.０

衛 生 費 337,６88 3０4,５34 ９０.２

労 働 費 7,５7９ 7,4１7 ９7.９

農 林 水 産 業 費 ６3５,7５3 ５０3,１０7 7９.１

商 工 費 １73,５５１ １６５,4６９ ９５.3

土 木 費 88９,９６６ ６５3,１１９ 73.4

消 防 費 3０7,０６8 ２９１,478 ９4.９

教 育 費 8６3,74６ 7１０,０4６ 8２.２

災 害 復 旧 費 １,3６3 １,33５ ９7.９

公 債 費 １,０4２,7１２ １,０4１,５９7 ９９.９

諸 支 出 金 １６２,５０５ １６２,５０4 １００.０

予 備 費 ２６,7５５ ０ ０.０

合　　　　計 7,０６7,６4５ ６,２２7,２3０ 88.１

財政調整基金現在高 ５５,９０６

歳　入
（単位：千円）

科　　目 予算現額
収 入 済
現 在 高

収入率
（％）

町 税 １,48６,５8９ １,4９５,4６8 １００.６

地 方 譲 与 税 １２６,５００ １２7,９4９ １０１.１

利 子 割 交 付 金 ５,５００ ５,8０５ １０５.５

配 当 割 交 付 金 １,3００ １,3０１ １００.１

株式等譲渡所得割交付金 １,９００ ６２4 3２.8

地方消費税交付金 １５7,3００ １５６,２２１ ９９.3

自動車取得税交付金 ２4,7００ ２4,48１ ９９.１

地 方 特 例 交 付 金 ２２,１34 ２２,２3１ １００.4

地 方 交 付 税 ２,６7６,7１8 ２,7１8,8２7 １０１.６

交通安全対策特別交付金 ２,６００ ２,６５６ １０２.２

分担金及び負担金 ５９,4５１ ５２,２５５ 87.９

使用料及び手数料 １０8,２3２ ９９,74１ ９２.２

国 庫 支 出 金 ６６１,37５ 48６,５２7 73.６

県 支 出 金 ５4５,47９ ２１０,１34 38.５

財 産 収 入 ９,88５ １１,88５ １２０.２

寄 附 金 44,９９２ 4５,3９3 １００.９

繰 入 金 ６,０２６ １,６６3 ２7.６

繰 越 金 33６,０78 33５,９６7 １００.０

諸 収 入 １６4,１8６ １６０,3６4 ９7.7

町 債 ６２６,7００ １8６,4００ ２９.7

合　　計 7,０６7,６4５ ６,１4５,8９２ 87.０

一時借入金現在高 ５５０,０００
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丈
助
橋
は
、
幅
が
狭
く
乗
用
車
ど
う
し
で
も

交
互
通
行
し
て
い
る
。
県
道
昇
格
な
ど
整
備
方

法
を
検
討
し
、
一
日
も
早
い
幅
員
拡
張
を
要
望

す
る
。

【
建
設
部
】

架
け
替
え
は
町
振
興
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
が
、
国
・
県
の
補
助
事
業
と
し
て
の
採
択

も
厳
し
く
、
当
面
は
困
難
な
状
況
で
す
。

ま
た
、
県
道
へ
昇
格
さ
せ
て
い
た
だ
き
県
道

の
整
備
事
業
で
対
応
し
て
頂
く
よ
う
、
町
の
最

重
点
要
望
地
区
と
し
て
県
に
要
望
し
て
参
り
ま

す
。

　
　
　
　

道
路
拡
幅
等
の
整
備
に
伴
い
、
車
両
の
大
型

化
や
交
通
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
一
般
の

人
々
並
び
に
児
童
・
生
徒
の
通
行
が
危
険
な
状

況
に
あ
る
。
今
年
度
も
地
域
の
健
全
な
発
展
上
、

重
要
課
題
と
し
て
要
望
す
る
。

中
村
街
道
踏
切
・
沖
踏
切
・
金
沢
踏
切

【
建
設
部
】

町
内
に
あ
る
踏
切
の
拡
幅
改
良
は
、
町
の
道

路
整
備
計
画
に
あ
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議

し
て
お
り
、
中
村
街
道
踏
切
並
び
に
沖
踏
切
・

金
沢
踏
切
も
こ
の
計
画
を
踏
ま
え
な
が
ら
整
備

に
向
け
て
順
次
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
原
街
道
踏
切
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
度
に
踏
切
本
体
の
拡
幅
工
事
及
び
道
路
の
拡

幅
を
行
い
、整
備
完
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

杉
街
道
は
、
通
学
路
で
あ
る
た
め
午
前
７
時

30
分
よ
り
８
時
30
分
ま
で
は
、
時
間
指
定
の
車

両
進
入
禁
止
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
中

学
校
が
統
合
さ
れ
れ
ば
、
自
転
車
通
学
や
車
で

の
送
迎
等
も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、

早
急
に
拡
幅
工
事
を
計
画
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

【
建
設
部
】

町
道
杉
線
の
新
町
地
内
の
拡
幅
整
備
に
つ
い

て
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

整
備
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
、
交
通
量
や
危
険
度
、
さ
ら
に
は
、
沿
線

住
民
の
方
々
の
意
向
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
調

査
検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。

何
年
間
も
要
望
し
て
い
る
が
水
利
権
の
問
題

及
び
土
地
改
良
と
の
関
係
等
が
あ
る
た
め
改
善

策
が
得
ら
れ
な
い
。
町
内
の
取
水
は
栗
村
堰
用

水
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
最
大
限
の
通
年
通

水
を
実
現
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
用
排
水
路
の
悪
臭
等
を
防
止
す

る
た
め
、汚
泥
除
去
等
に
つ
い
て
も
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

市
街
地
通
年
通
水
に
係
る
栗
村
堰
の
水
量
に

は
、
水
利
権
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
灌
漑
期
及

び
非
灌
漑
期
の
水
量
増
は
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
現
在
の
水
量
を
有
効
に
利
活
用
す
る
た

め
、
臨
時
職
員
を
雇
用
し
、
流
入
水
の
確
保
及

び
水
路
の
管
理
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、栗
村
堰
改
修
工
事
も
完
了
し
た
た
め
、

市
街
地
へ
の
継
続
的
な
流
入
水
の
確
保
に
つ
い

て
調
整
し
て
参
り
ま
す
。
既
設
水
路
の
改
修
及

び
水
路
浄
化
作
業
は
、
昨
年
同
様
、
要
望
箇
所

を
現
地
調
査
し
な
が
ら
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

水
路
の
汚
れ
は
、
生
活
雑
排
水
の
滞
留
等
が

主
な
原
因
で
す
の
で
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始

区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
下
水
道
へ
の
早

期
接
続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

①
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

間
隔
が
長
く
照
明
不
足
の
た
め
、
同
様
の
照

明
灯
の
設
置
を
要
望
す
る
。

新
町
・
新
富
町
地
内

②
街
路
樹
の
植
栽
及
び
補
植
並
び
に
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
景
観
に
配
慮
し
た
樹
木
の
選
定

と
既
存
街
路
樹
の
維
持
管
理
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

①
新
富
町
地
内
よ
り
杉
街
道
ま
で
の
各
街
路
灯

の
間
隔
及
び
照
度
等
を
調
査
確
認
の
う
え
、

平
成
22
年
度
に
街
路
灯
を
移
設
及
び
新
設
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
新
富
町
地
内
よ
り
杉
街
道
ま
で
の
樹
木
が
痛

ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
平
成
22
年
度
に
こ
れ

を
撤
去
し
熊
笹
を
植
栽
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
水
原
線
交
差
点
か
ら
県
道
会
津
坂

下
会
津
高
田
線
ま
で
の
区
画
整
理
地
内
は
、

街
路
樹
の
植
栽
枡
に
草
花
を
植
え
て
美
化
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
南
幹
線
横
断
水
路
の
振
動
解
消
等

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
修
繕
を
い
た
し
て
お

り
、
か
な
り
の
成
果
が
出
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
状
況
を
見
な
が
ら
修
繕
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成22年度 会津坂下町区長・自治会長会全体会議

全
体
要
望

町
道
宇
内
沼
越
線
の
鶴
沼
川（
旧
宮
川
）に

架
か
る
丈
助
橋
の
拡
幅
に
つ
い
て
（
継
続
）

Ｊ
Ｒ
踏
切
の
改
修
に
つ
い
て
（
継
続
）

杉
街
道
の
拡
幅
計
画
に
つ
い
て（
新
規
）

地
区
内
全
域
の
通
年
通
水
と
環
境
保
全

に
つ
い
て
（
継
続
）　

坂
下
地
区
要
望

南
幹
線
道
路
の
諸
対
策
に
つ
い
て（
新
規
）

要
望
実
現

の
た
め
に

平
成
２２
年
度　

会
津
坂
下
町

区
長
・
自
治
会
長
会
全
体
会
議
開
催

全体要望
本田　健一氏（海老沢）

座　　長
吉田　幸雄氏（鉄砲町）
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次
の
区
間
の
防
雪
柵
設
置
を
要
望
す
る
。

①
大
江
～
原
地
区
間
の
未
設
置
部
分
（
継
続
）

②
樋
渡
地
内
の
未
設
置
部
分
（
継
続
）

③
中
村
線
と
勝
方
・
樋
渡
線
十
字
路
か
ら
磐
越

道
間
（
新
規
）

④
橋
本
金
沢
地
区
か
ら
羽
林
地
区
間
（
県
道
）

に
つ
い
て
、
県
に
伝
達
く
だ
さ
い
。（
新
規
）

【
建
設
部
】

①
②
③
防
雪
柵
設
置
に
つ
い
て
は
、
要
望
さ
れ

て
い
る
各
地
区
も
含
ん
だ
全
体
的
な
対
策
整

備
を
検
討
し
て
お
り
、
補
助
事
業
の
中
に
も

盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
新
規
採
択
が
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
整
備
さ
れ
る
ま
で

の
対
応
と
し
て
、
機
械
除
雪
に
よ
る
除
雪
サ

イ
ク
ル
を
増
や
し
安
全
な
交
通
の
確
保
に
対

応
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
、
国
の
臨
時
交
付
金
事
業

に
よ
り
、
町
道
水
原
線
大
江
地
内
の
一
部
区

間
約
1
0
0
ｍ
に
固
定
式
防
雪
棚
を
設
置
し

ま
す
。

④
新
た
な
要
望
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
の
重

点
要
望
と
し
て
県
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

次
の
道
路
拡
幅
と
冠
水
対
策
を
要
望
す
る
。

①
金
沢
地
区
か
ら
矢
ノ
目
地
区
間
の
拡
幅
と
側

溝
整
備
（
継
続
）

②
大
村
地
区
内
の
側
溝
整
備
と
蓋
が
け（
新
規
）

③
羽
林
地
区
か
ら
会
津
農
林
高
等
学
校
Ｔ
字
路

間
の
側
溝
整
備
と
蓋
が
け
（
新
規
）

④
栗
村
堀
堤
防
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
（
新

規
）

⑤
町
道
沖
・
下
新
田
線
の
勾
配
解
消
（
新
規
）

⑥
宮
田
川
及
び
田
沢
川
（
勝
方
地
内
）
の
水
害

対
策
（
継
続
）

【
建
設
部
】

①
本
年
度
、
側
溝
整
備
に
よ
る
道
路
拡
幅
整
備

を
予
定
し
て
お
り
、
す
で
に
発
注
い
た
し
ま

し
た
。

②
一
部
拡
幅
整
備
済
み
で
す
が
、
未
整
備
区
間

に
つ
い
て
は
、
交
通
量
及
び
危
険
度
等
を
考

慮
し
、
優
先
順
位
に
よ
り
整
備
を
検
討
し
ま

す
。

③
⑤
交
通
量
及
び
危
険
度
等
を
考
慮
し
、
優
先

順
位
に
よ
り
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

④
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て
、
栗
村
堰

改
修
の
事
業
主
体
で
あ
る
県
に
要
望
し
た
と

こ
ろ
、
設
置
予
定
で
あ
る
旨
の
回
答
を
得
て

お
り
ま
す
。

⑥
宮
田
川
の
堆
積
土
砂
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、

土
砂
撤
去
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
状
況

を
見
な
が
ら
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
検
討
し
ま

す
。

宮
古
橋
か
ら
細
工
名
橋
左
岸
堤
防
及
び
新
開

津
橋
か
ら
中
開
津
橋
右
岸
の
堤
防
の
交
通
量
が
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
夏
草
の
繁
茂
に
よ
り
見
通
し
が
悪
く
な
り

交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
毎
年
早
目
の

草
刈
等
の
実
施
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

宮
古
橋
か
ら
細
工
名
橋
の
左
岸
堤
防
の
除
草

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
要
望
ど
お
り

早
期
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
に

つ
い
て
も
早
期
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
県
に

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
新
開
津
橋
か
ら
中
開
津
橋
右
岸
の
堤

防
に
つ
い
て
も
、引
続
き
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

近
年
台
風
や
大
雨
に
よ
り
、
中
開
津
地
区
及

び
細
工
名
地
区
に
お
い
て
洪
水
、
冠
水
の
被
害

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
原
因
の
一
つ
に
新
宮

川
河
川
内
の
中
州
の
肥
大
が
考
え
ら
れ
、
今
年

度
も
新
開
津
橋
上
・
下
流
の
土
砂
撤
去
等
の
工

事
を
継
続
し
て
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

新
宮
川
中
州
の
堆
積
土
砂
除
去
等
に
つ
い
て

は
、
町
の
重
点
箇
所
と
し
て
県
に
強
く
要
望
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
も
、
氷
玉
川
・
宮
川
流
域

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
と
共
に
、
県
に
引
続
き

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

新
開
津
橋
上
・
下
流
の
土
砂
撤
去
等
工

事
に
つ
い
て
（
継
続
）

平成22年度 会津坂下町区長・自治会長会全体会議

防
雪
柵
の
設
置
に
つ
い
て
（
継
続
）

若
宮
地
区
要
望

新
宮
川
の
浚
渫
及
び
夏
草
の
刈
払
い
に

つ
い
て
（
継
続
）

金
上
地
区
要
望

金上地区要望
芥川　一雄氏（中開津）

若宮地区要望
生江　正雄氏（勝方）

坂下地区要望
伊藤　秀行氏（桜木町）

町
道
の
拡
幅
・
道
路
側
溝
等
の
整
備
と

冠
水
対
策
に
つ
い
て
（
継
続
）　
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新
宮
川
橋
の
中
央
部
が
高
く
、
右
岸
、
左
岸

の
勾
配
も
あ
り
風
雪
時
に
は
見
通
し
が
悪
い
状

態
な
の
で
新
宮
川
橋
（
中
開
津
橋
）
右
岸
、
左

岸
ま
で
の
防
雪
棚
（
水
田
の
簡
易
式
）
設
置
延

長
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

当
該
地
区
の
防
雪
棚
設
置
に
つ
い
て
区
よ
り

要
望
を
受
け
、
県
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
県
よ

り
、
現
地
の
状
況
、
防
雪
棚
設
置
状
況
及
び
防

雪
柵
の
必
要
性
を
調
査
研
究
し
、
設
置
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
、
町
及
び
地
元
と
借
地
に
つ

い
て
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
回
答
を

得
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
引
続
き
県
に
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

通
園
・
通
学
及
び
町
民
、
特
に
高
齢
者
の
通

行
安
全
確
保
の
た
め
、
町
道
広
瀬
小
学
校
前
線

の
歩
道
の
整
備
と
町
道
宇
内
・
沼
越
線
の
東
河

原
入
口
ま
で
の
歩
道
延
長
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

歩
道
設
置
要
望
に
つ
い
て
は
、
教
育
施
設
適

正
配
置
（
第
二
次
統
合
）
を
見
据
え
た
中
で
、

整
備
の
必
要
性
も
含
め
て
、
整
備
計
画
に
つ
い

て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

「
幸
橋
」
は
老
朽
化
が
進
み
、
狭
く
、
危
険

な
状
態
で
す
。
国
道
49
号
線
か
ら
和
泉
川
原
地

区
を
経
由
し
て
北
方
へ
の
路
線
と
し
て
重
要
な

の
で
、
早
期
の
着
工
を
強
く
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

橋
梁
架
け
替
え
事
業
は
、
国
・
県
の
補
助
事

業
と
し
て
の
採
択
も
厳
し
く
、
ま
た
、
町
の
財

政
状
況
か
ら
も
当
面
の
整
備
は
困
難
な
状
況
で

す
。な

お
、
会
津
坂
下
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
、
中
村
街
道
線
の
起
点
側
に
あ
た
る

国
道
49
号
線
か
ら
北
側
へ
延
伸
し
て
和
泉
川
原

地
区
を
結
ぶ
重
要
路
線
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
こ
の
道
路
整
備
と
合
わ
せ

た
「
幸
橋
」
架
け
替
え
計
画
を
考
え
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　町

道
阿
賀
川
線
の
全
線
及
び
町
道
宇
内
・
沼

越
線
の
青
木
か
ら
沼
越
間
に
防
雪
柵
の
設
置
を

要
望
す
る
。
冬
期
間
風
雪
が
非
常
に
強
い
箇
所

で
あ
り
、
交
通
量
が
多
く
非
常
に
危
険
で
す
。

ま
た
、
重
要
路
線
で
あ
る
当
該
箇
所
の
防
雪
棚

を
本
年
度
こ
そ
設
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

若
宮
地
区
同
様
、
当
面
は
吹
溜
り
な
ど
積
雪

状
況
を
考
慮
し
て
安
全
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
、

機
械
除
雪
に
よ
る
除
雪
サ
イ
ク
ル
を
増
や
し
、

冬
期
間
の
安
全
な
交
通
確
保
に
対
応
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
新
舘
地
区
か
ら
八
日
沢
（
見
留
）
地
区
ま
で

は
、
道
路
改
良
に
よ
り
、
カ
ー
ブ
付
近
で
発

生
し
て
い
た
交
通
事
故
は
、
大
幅
に
減
少
さ

れ
ま
し
た
が
、
蛙
田
以
北
の
カ
ー
ブ
等
に
つ

い
て
も
改
良
が
必
要
な
の
で
、
改
良
整
備
を

強
く
要
望
す
る
。

②
津
尻
・
真
木
間
に
は
、
歩
道
が
な
く
歩
行
者

は
、
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
歩
行
者
だ
け

で
な
く
交
通
安
全
の
観
点
か
ら
も
歩
道
の
設

置
を
強
く
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

①
②
県
道
「
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
」
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
八
日
沢
地
区
の
拡
幅
改
良

を
は
じ
め
歩
道
整
備
も
含
め
た
県
道
の
総
合

整
備
事
業
と
し
て
、
町
の
重
点
要
望
地
区
と

し
て
県
に
要
望
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

冬
期
間
、
風
雪
が
強
い
町
道
「
袋
原
線
」
の

大
字
長
井
字
寵
（
か
ま
ど
）
地
内
に
お
け
る
車

両
の
安
全
な
通
行
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
も
、

防
雪
柵
設
置
を
強
く
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

若
宮
・
広
瀬
地
区
同
様
、
当
面
は
吹
溜
り
な

ど
積
雪
状
況
を
考
慮
し
て
安
全
な
通
行
が
で
き

る
よ
う
、
機
械
除
雪
に
よ
る
除
雪
サ
イ
ク
ル
を

増
や
し
、
冬
期
間
の
安
全
な
交
通
確
保
に
対
応

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

川
西
地
区
要
望

県
道
「
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
」
道

路
改
良
整
備
に
つ
い
て
（
継
続
）

町
道
に
防
雪
柵
の
設
置
に
つ
い
て（継

続
）

会
津
坂
下
・
本
郷
線
（
県
道
）
の
防
雪

棚
設
置
延
長
に
つ
い
て
（
新
規
）

町
道
に
架
か
る
橋
梁
の
早
期
架
け
替
え

に
つ
い
て
（
継
続
）

町
道
「
袋
原
線
」
防
雪
柵
設
置
に
つ
い

て
（
継
続
）

通
園
・
通
学
路
の
歩
道
の
設
置
に
つ
い

て
（
継
続
）

広
瀬
地
区
要
望

平成22年度 会津坂下町区長・自治会長会全体会議

八幡地区要望
佐藤　信雄氏（塔寺）

広瀬地区要望
若桑　榮氏（青津）

川西地区要望
齋藤　衛氏（見明）
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県
道
「
赤
留
塔
寺
線
」
は
、
幹
線
道
路
と
し

て
、
利
便
性
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
と

経
済
効
果
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

一
日
も
早
い
全
線
開
通
を
今
後
と
も
県
に
対

し
強
く
要
望
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

【
建
設
部
】

県
道
「
赤
留
塔
寺
線
」
は
、
引
続
き
本
工
事

と
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
が
実
施
予
定
で
あ
り

ま
す
。

今
後
も
早
期
の
全
線
開
通
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

町
並
び
に
、
赤
留
塔
寺
線
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
共
々
、
最
重
点
要
望
地
区
と
し
て
引
続
き
県

に
要
望
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

快
適
な
生
活
を
営
み
、
環
境
に
優
し
い
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
上
で
も
、
公
共
下
水

や
集
落
排
水
の
具
体
的
な
下
水
道
計
画
の
促
進

を
要
望
す
る
。

ま
た
、
旧
八
幡
小
学
校
と
旧
八
幡
幼
稚
園
の

周
辺
環
境
整
備
促
進
と
公
園
緑
化
、
施
設
の
整

備
と
維
持
管
理
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

農
業
集
落
排
水
事
業
で
の
下
水
道
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
地
域
特
性
に
よ
り
複
数
処
理
区

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
多
額
の
建
設
費
用
を

要
し
ま
す
の
で
、
町
全
体
の
下
水
道
整
備
計
画

と
し
て
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や
町
の
財
政
状
況
等

を
考
慮
し
な
が
ら
整
備
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

旧
八
幡
小
学
校
と
旧
八
幡
幼
稚
園
周
辺
整
備

に
つ
い
て
は
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
に
お
い

て
、
町
道
塔
寺
宇
内
線
、
立
木
観
音
西
側
の
車

歩
道
の
舗
装
整
備
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
地
区
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
良
好
な
維
持
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

町
道
和
泉
・
平
井
線
は
事
故
が
頻
発
し
て
い

る
の
で
、
蓋
が
け
を
再
度
要
望
す
る
。

大
沢
・
和
泉
線
は
冬
期
間
猛
吹
雪
の
た
め
防

雪
柵
の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

今
後
も
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
補
修
整
備
を

し
て
参
り
ま
す
。
側
溝
蓋
掛
け
に
つ
い
て
は
優

先
順
位
に
よ
り
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

若
宮
・
広
瀬
・
川
西
地
区
同
様
、
当
面
は
吹

溜
り
な
ど
積
雪
状
況
を
考
慮
し
て
安
全
な
通
行

が
で
き
る
よ
う
、
機
械
除
雪
に
よ
る
除
雪
サ
イ

ク
ル
を
増
や
し
、
冬
期
間
の
安
全
な
交
通
確
保

に
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
県
道
舟
渡
別
線
の
早
期
開
通
を
要
望
す
る
。

②
消
雪
施
設
の
早
期
設
置
を
要
望
す
る
。

③
県
道
側
溝
の
管
理
と
路
肩
の
除
草
を
要
望
す

る
。

【
建
設
部
】

①
県
よ
り
今
年
度
中
に
完
成
で
き
る
予
算
要
求

を
し
て
い
る
と
、
回
答
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

②
今
年
度
も
引
続
き
県
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

③
県
よ
り
、
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
旨
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
区
の
農
免
農
道
は
、
一
部
供
用
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
が
全
線
開
通
の
展
望
が
開
け
て
お

り
ま
せ
ん
。
磐
越
自
動
車
道
及
び
国
道
49
号
線

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備
予
定
の
区
間

に
つ
い
て
、
目
的
達
成
で
き
る
よ
う
建
設
の
促

進
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

国
道
49
号
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の

整
備
に
つ
い
て
、
農
免
農
道
の
進
捗
状
況
を
見

据
え
な
が
ら
、
地
元
の
皆
様
や
只
見
川
基
幹
農

道
整
備
促
進
協
議
会
と
共
に
、
ル
ー
ト
計
画
も

含
め
た
整
備
計
画
の
検
討
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
見
川
流
域
３
地
区
の
堤
防
に
、
雑
木
、
雑

草
（
特
に
つ
る
草
）
が
繁
茂
し
、
生
活
環
境
や

農
作
物
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
、

雑
木
の
伐
採
等
適
切
な
管
理
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

今
年
度
も
引
続
き
県
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

高
寺
地
区
要
望

県
道
舟
渡
別
線
の
早
期
開
通
及
び
地
区

内
の
県
道
５
路
線
の
消
雪
施
設
の
設
置

並
び
に
適
切
な
管
理
に
つ
い
て（
継
続
）

下
水
道
の
促
進
に
つ
い
て
（
新
規
）

町
道
和
泉
・
平
井
線
の
道
路
改
良
と
安

全
対
策
及
び
大
沢
・
和
泉
線
の
防
雪
柵

設
置
に
つ
い
て
（
継
続
・
新
規
）

八
幡
地
区
要
望

県
道
「
赤
留
塔
寺
線
」
の
早
期
全
線
開

通
に
つ
い
て
（
継
続
）

只
見
川
基
幹
農
道
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
（
継
続
）

只
見
川
河
川
敷
堤
防
の
整
備
及
び
管
理

に
つ
い
て
（
継
続
）

平成22年度 会津坂下町区長・自治会長会全体会議

高寺地区要望
山口　幸一氏（窪）

【
敬
省
略
】

前　

緑　

町
自
治
会
長�

福
地　

一
芳

前　

新
栄
町
自
治
会
長�

佐
々
木
勝
彦

前　

新　

町
自
治
会
長�

佐
藤　
　

實

前　

新
富
町
自
治
会
長�

田
中　

寛
一

前　

洲　

走　

区　

長�

田
部　
　

宏

【
敬
省
略
】

前　

坂
下
地
区
自
治
会
長
会
会
長佐

々
木
勝
彦

前　

若
宮
地
区
区
長
会
会
長�

飯
束　

洋
志

前　

金
上
地
区
区
長
会
会
長�

小
林　

節
雄

前　

広
瀬
地
区
区
長
会
会
長�

佐
藤　
　

守

前　

八
幡
地
区
区
長
会
会
長�

佐
瀬　

昭
雄

前　

高
寺
地
区
区
長
会
会
長�

廣
瀬　

東
洋

町
駐
在
員
表
彰

（
駐
在
員
と
し
て
５
年
以
上
在
職
）

感
謝
状
贈
呈

（
退
任
さ
れ
る
地
区
会
長
）
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町史編さんだより

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の

成
り
立
ち

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
第

四
十
四
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、

「
若
松
～
田
島
～
柳
津
間
軽
便
鉄

道
」
の
敷
設
が
可
決
さ
れ
、
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
十
五

日
に
宿
望
だ
っ
た
鉄
道
が
、
会
津

坂
下
駅
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
現
在
の
Ｊ
Ｒ
只
見
線
と
な
り

ま
す
。

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に

壮
絶
な
岩
越
鉄
道
誘
致
合
戦
で
喜

多
方
町
に
敗
れ
て
か
ら
、
す
で
に

二
八
年
も
の
月
日
が
流
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
間
会
津
坂
下
町
の
人
々
は
、

ど
の
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
た
か

を
示
す
史
料
が
、
町
史
編
さ
ん
室

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。　

大
正
五
年
に
作
成
さ
れ
た
「
柳

津
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
」
と
い
う

史
料
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
こ
こ
に

は
創
立
趣
意
書
や
定
款
な
ど
細
か

く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
示

さ
れ
て
い
る
線
路
は
現
在
の
国
道

四
九
号
線
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
で

計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
こ
の
鉄
道
は
建
設

ま
で
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ

づ
い
て
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二

四
）
の
「
坂
喜
鉄
道
敷
設
請
願
ノ

建
議
」
や
「
坂
下
喜
多
方
間
鉄
道

運
動
始
末
報
告
」
と
い
う
史
料
に

は
、
岩
越
鉄
道
誘
致
合
戦
に
敗
れ

て
疲
弊
し
た
坂
下
町
を
建
て
直
す

た
め
、
喜
多
方
町
と
の
間
に
線
路

を
開
通
さ
せ
て
物
資
の
集
散
地
を

目
指
す
こ
と
、
こ
の
請
願
運
動
の

詳
細
な
報
告
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、
こ
の
坂
喜
鉄
道
が

開
通
し
て
い
た
な
ら
、
会
津
坂
下

駅
の
様
相
も
相
当
変
わ
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
話
し
は
大
正
十
五
年
の

鉄
道
開
通
時
に
戻
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

只
見
線
は
、
そ
の
昔
会
津
線
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

の
会
津
鉄
道
も
同
じ
会
津
線
で
、

区
別
す
る
た
め
、
柳
津
線
と
田
島

線
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

南
会
津
の
田
島
か
ら
若
松
を
経
由

し
て
河
沼
郡
の
柳
津
ま
で
の
鉄
道

を
同
一
線
と
し
て
請
願
し
た
か
ら

で
す
。
会
津
線
の
開
通
は
、「
百

姓
代
議
士
」、「
鉄
道
代
議
士
」
の

異
名
を
も
つ
衆
議
院
議
員
八
田
宗

吉
氏
（
八
田
貞
義
氏
の
父
）
の
努

力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
編

さ
ん
室
に
は
「
議
案
第
五
号　

衆

議
院
議
員
八
田
宗
吉
氏
ニ
記
念
品

贈
呈
ノ
件
」、「
感
謝
状
」
の
控
え

文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
大
正
十
五
年
十
月
十
五

日
に
坂
下
町
長
阿
部
文
吾
か
ら
八

田
宗
吉
氏
へ
感
謝
状
と
記
念
品
の

鎖
付
白
金
時
計
が
贈
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
史
編
さ
ん
室

℡
（
83
）
2
2
3
4

昭和４９年（１９７４年）撮影　最後まで走っていた機関車
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食育だより

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

おふくろ
クッキング
からその12

＜秋刀魚の蒲焼き＞　4人分
＜材料＞
秋刀魚 ２ 尾
片栗粉 大さじ １
油 １００ml
しょうゆ 大さじ ２
みりん 大さじ ２
水 大さじ １

＜作り方＞
①　調味料を合わせて煮立てておく。
②　秋刀魚は 3 枚おろしにし、 １ 枚を半分に切る。

片栗粉をまぶし、多目の油で焼く。
これを①のたれに熱いうちに漬ける。

子育て中の若いお母さん方に家庭料理や郷土料理を気軽に学ぶ場を設け、料理
の専門家や食育サポーターの方々にいろいろ教えていただく機会を作りました。

子育て中のお母さん方は、子どもの食事を考える様になって改めて食の大切さ
を痛感され、もっとよく学びたいと思ってもなかなかその機会がありません。そ
こで、心置きなく学べる場として「おふくろクッキング」を開催し、託児室を設
けることで思いっきり実習に専念できるようにしました。
　 2月は魚のさばき方とさばいた魚を使って家庭料理を作りました。
さばいた魚は、「秋刀魚の 3枚下ろし」と「イワシの手開き」「イカの皮むき」です。 3枚におろし

た魚は蒲焼きに、イカは大根と里芋で煮物を作りました。

　・いつも魚は焼くぐらいしかできなかったが、蒲焼きを覚えられてよかった。
　・専門の講師に教えてもらいとても楽しかった。
　・自宅で３枚におろすと身が残らないくらいになっていたが、今日はキレイ

にできた。
　・生の魚は触るのもいやだったが、体験できてよかった。
　・自分の親に教えてもらうより他人の先生に教えてもらったほうが素直になってよい。
　・一手間かけることで仕上がりがきれいにできることがわかった。などなど

　 3月は会津の郷土料理である「ひしまき」を作りました。
笹の葉やすげはサポーターの方が用意してくれて、とても初めてとは思えないほど美味しいひしま

きが出来上がりました。 2月は約20人、3月は30人の参加者があり、とても有意義な事業となりました。
また今年度も企画しますのでぜひ参加してください。

▼問い合わせ先　生活部　健康増進班　TEL 83-1000

参加された人の

御意見紹介!!
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子ども手当のお知らせ

子ども手当のお知らせ!!
平成22年 4 月 1 日から、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で

応援するという趣旨のもとに、これまでの「児童手当」制度が「子ども手当」制
度にかわりました。

支給対象となる子ども 中学校修了（満15歳以後の最初の 3月31日）までの子ども 

受 給 資 格 者 支給対象となる子どもを養育している保護者

支    給    額 子ども一人あたり　月額13,000円　

支    給    月

年に 3回（ 6月、10月、平成23年 2 月）
※これまで児童手当を受給していた人は、平成22年 2 、 3 月分の児童
手当と、平成22年 4 、 5 月分の子ども手当を併せて、平成22年 6 月
に支給することになります。

申

請

手

続

き

必 要 な 方

◎中学 2〜 3年生の子どもを養育している方

◎所得超過等により児童手当を受けていなかった方

※受給資格者が公務員の方は、勤務先から支給されますので、勤務先に
申請してください。

不 要 な 方
◎平成22年 3 月31日現在、児童手当を受給していた方で、小学校 6年生
（ 4 月より中学 1 年生）までのお子様を養育していた方は、子ども手
当へ自動的に移行しますので、申請の手続きは必要ありません。

方 法

※新たに申請手続きが必要と思われる世帯あてに、 4月下旬に認定請求
書用紙をお送りしましたが、申請手続きはお済でしょうか。
平成22年 6月の支給月に手当を受給するには、平成22年 5月20日（木）
までに申請手続きが必要です。早目の申請をお願いします。

※平成22年 9 月30日（木）までに申請すれば平成22年 4 月分から受給す
ることができますが、10月 1 日以降の申請では、受付日の属する月の
翌月分からの受給となります。

※認定請求書が届かない場合でも、該当すると思われる世帯がありまし
たら、お問い合わせください。

子ども手当の寄附について

子育て支援のために、子ども手当の全部又は一部を町に寄附することができます。
手続きについては、お問い合わせください。

▼問い合わせ先　生活部　福祉班（③番窓口）　TEL 84－1522
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平成20年度 会津坂下町区長・自治会長会全体会議

ほっとな情報
重要な話題を紹介します

Wadai 重要な話題を紹介します

JA会津みどりより、「食と農
への理解と関心を子どもたちに
深めてもらおう」と町内の各小
学校へ、昨年に引続き副読本を
寄贈していただきました。

今後、各小学校では ５ 年生が
この副読本を利用して、農業の
しくみや田の役割、日本の食な
どについて学習します。

町の結婚相談員制度を利用し
て出会い、めでたくご結婚され
たお二人から、幸せいっぱいの
コメントを頂きましたのでご紹
介します。

農業に関する
副読本を寄贈幸せカップル1４組目！

会津坂下町の有害鳥獣駆除隊
委嘱状交付式が行われました。

隊を代表して芥川克己隊長、
渡部一成隊員が出席し、町長よ
り委嘱状が交付されました。

隊員の任期は １ 年で、農作物
に被害を与えるカラスなどの有
害鳥獣の駆除にあたります。

有害鳥獣駆除隊
委嘱状交付

会津坂下地区交通安全協会坂
下分会は、オリジナルののぼり
を4０基作製し、町内の交通要所
に掲げています。

春の全国交通安全運動

交通安全協会坂下分会では、
只今交通安全協会の役員になら
れる方の募集をしております。
悲惨な交通事故から、子供や高
齢者の方々の安全はもとより、
地域住民の交通安全と安心を守
る大事な交通安全協会役員です。
社会の為、地域の為に応募して
みませんか。
▼申し込み先
　交通安全協会坂下分会長
　福地 敏 TEL 83-１8５3

会津坂下町交通安全対策協議
会（役場内） 　TEL 84-１５33

交通安全協会役員募集

♥女性から

♠男性から
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お 知 ら せ 版

募 集〝一生に一度〟の成人式を
心に残る成人式に・・・

仲間とともに創ってみませんか？

今年も 8 月１５日に夏の成人式を開催します。
新成人の手による有意義な式典とするため、皆さ

んの意見を取り入れた式の企画・運営等に協力して
いただける実行委員を募集します。
▼該　当　者　会津坂下町に在住、あるいは会津坂

下町出身で「平成元年 4 月 ２ 日〜平
成 ２ 年 4 月 １ 日生の方」「平成１６年
度に中学校を卒業した方」です。

▼申し込み先　生涯学習班（中央公民館内）
▼申し込み方法

①本人が来館 （直接申し込み）
②電話の場合　83-3０１０
③FAXの場合　83-44９8
④E-mailの場合　cyuou@town.aizubange.fukushima.jp
※③④の場合は、氏名・住所・生年月日・連絡先
電話番号を明記してください。

▼定　　　　員　先着１０名程度
▼申し込み期限　平成２２年 ５ 月3１日（月）
▼問い合わせ先
　教育部　生涯学習班（中央公民館）　TEL 83-3010

「放課後子ども教室」とは、安全・安心な子ども
の活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を
得て、様々な体験活動や交流活動等を推進していく
事業です。

そこで、子供たちの活動カリキュラムの作成や活
動を支援していただくボランティアスタッフを募集
します。
▼活動場所　坂下公民館・金上小学校周辺

広瀬小学校周辺　他
▼活動時間　活動支援は、毎週月・水曜日の放課後

〜 １7時頃まで
▼活動内容　活動カリキュラムの作成並びに各種活

動支援
▼報　　酬　町放課後子どもプラン運営委員会が定

める金額
▼資　　格　資格は問いませんが、子どもと接する

ことが好きな方
▼申込期日　平成２２年 ５ 月3１日（月）まで
▼申込方法　中央公民館に所定の登録用紙を用意し

ておきます。
▼問い合わせ先
教育部　生涯学習班（中央公民館）　TEL 83-3010

平成２3年度町職員（大学卒・短大卒程度）採用候
補者試験を行います。
◎一般事務（大学卒・短大卒程度）

採用予定　若干名
受験資格　昭和５９年 4 月 ２ 日以降に生まれ、大学

又は短大を卒業又は平成２3年 3 月に卒
業見込みの者。

◎幼稚園教諭・保育士
採用予定　若干名
受験資格　昭和５５年 4 月 ２ 日以降に生まれ、短大

以上を卒業又は平成２3年 3 月に卒業見
込みの者で、保育士資格及び幼稚園教
諭免許の両方の資格を有する者又は両
方の資格を平成２3年 3 月まで取得見込
みの者。

▼試験会場　○大学卒程度
　ウェディングエルティ
　　　　　　　　TEL ０２4-５２3-５１６１
　福島市野田町一丁目１０番4１号
○短大卒程度・幼稚園教諭・保育士
　福島自治会館　TEL ０２4-５２3-０１3１
　福島市中町 8 番 ２ 号

※申込者数により会場が変更となる場合があります。
▼受付期間

平成２２年 ５ 月２５日（火）〜 ６ 月２５日（金）
土・日・祝日を除く
午前 8 時3０分〜午後 ５ 時１５分まで

▼試験期日　平成２２年 7 月２５日（日）
受　　付　午前 ９ 時〜 ９ 時3０分
教養試験　午前１０時〜正午
※　申し込み用紙は、行政管理班で交付します。
※　高卒程度の案内は 7 月号に掲載予定です。

▼問い合わせ先　総務部行政管理班　TEL 84-1503

受動喫煙で迷惑したことや、受動喫煙しないため
に望むこと、禁煙への思い、たばこの煙のない環境
への願いを込めた川柳を募集します。
▼応募資格　不問（どなたでも応募できます。）
▼募集期間　平成２２年 ６ 月3０日（水）まで
▼応募方法　ハガキに下記事項を記入の上郵送又は

持参してください。
○応募作品（お一人、 3 句まで）
　郵便番号、住所、氏名（ふりがな）
　年齢、性別、職業、電話番号

▼問い合わせ先
会津保健所　健康増進課（会津保健福祉事務所）
TEL 0242-29-5508

町職員（大学卒・短大卒程度）募集

たばこにまつわる川柳募集

平成22年度成人式実行委員募集

「放課後子ども教室」ボランティア募集！
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町では、振興計画の施策目標達成のために「事務
事業改善シート」を作成しています。このシートを
第三者である「行政評価委員」が評価することによ
り、行政に対する意見を反映し、またその評価結果
を公表することで説明と透明性を図っています。

この度、前任者の任期が終了しましたので、下記
により委員の公募をします。行政評価に関心のある
町民の皆様からの、積極的な応募をお願いします。
▼【事務事業改善シートとは】

担当職員が、事務事業が目指す目標に向ってど
のような取り組みをしてきたか1年間を振り返っ
た結果について、第三者が業務遂行等のチェック
をするためのシートを言います。

▼【行政評価委員会とは】
公募を含めて 8 名以内で組織し、毎年4回程度

の会議により行政の取り組みについてシートによ
り評価します。この評価意見を、町予算及び実施
計画に反映させます。なお、任期は ２ 年間です。

▼募集期間　平成２２年 ５ 月１０日〜 ５ 月２５日
▼募集人数　 ２ 名（町内在住で成人の方）
▼そ の 他　規定による日額報酬を支払います。
▼申し込み・問い合わせ先
政策財務部　行政経営班　TEL 84-1532
E-mail：zaimu@town.aizubange.fukushima.jp

国家公務員Ⅲ種税務職員（高校卒程度）採用候補
者試験を行います。
▼受験資格

平成元年 4 月 ２ 日〜平成 ５ 年 4 月 １ 日生の方
▼受付期間

平成２２年 ６ 月２２日（火）〜 ６ 月２９日（火）
▼受験申込書の請求

最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課又は人事
院東北事務局
※申込書の配布は、 5 月１０日（月）から行います。

▼問い合わせ先
会津若松税務署総務課　総務係
TEL 0242-27-4311（代表）
仙台国税局人事第二課　試験研修係
TEL 022-263-1111（代表）　内線3236

今年度も家族介護教室開催し
ます。日常的なことから、専門
的なことまで学習する機会にな
ります。介護をしている方も、
そうでない方もぜひご参加ください。
▼日　時　平成２２年 ６ 月１１日（金）

午後 ２ 時〜午後 3 時3０分
▼講　演　「いつまでも自分らしく過ごす為に

〜在宅生活と施設入所の違い〜」
▼講　師　福柳苑　施設長　目黒正一先生
▼場　所　会津坂下町健康管理センター　

多目的ホール
▼問い合わせ先　
地域包括支援センター　TEL 84-2700
生活部　保険年金班（⑤番窓口）

TEL 84-1513

テクノアカデミー会津（旧　県立会津高等技術専
門校）では、皆様の職業能力向上を目的に次の日程
でテクノセミナーを開催します。
①【接客マナーコース】
▼講習内容　観光・旅館業等における接客サービス

の基本、接客マナーとサービス技術の
実践的な知識と技術を習得します。

▼定　　員　１５名
▼実 施 日　 ６ 月 7 ・ 8 ・１０・１５・１６日（予定）
▼時　　間　午前１０時3０分〜午後 ２ 時4０分
▼場　　所　会津若松市内
▼受 講 料　4,7００円
▼申込締切　平成２２年 ５ 月２8日（金）
②【パソコンワープロ基礎コース】
▼講習内容　パソコンの基本操作及び基本的な文書

作成、編集、印刷等の知識、技術を習
得します。

▼定　　員　１６名
▼実 施 日　 ６ 月２１・２２・２4・２５日（予定）
▼時　　間　午後 １ 時3０分〜午後 ５ 時3０分
▼場　　所　本校 3 階パソコン室
▼受 講 料　3,９００円
▼テキスト代等　２,１００円
▼申込締切　平成２２年 ６ 月１１日（金）
▼問い合わせ先

福島県立テクノアカデミー会津
TEL 0241-27-3221
http://www.tc-aizu.ac.jp

案 内 募 集
行政評価委員を公募します

国家公務員採用Ⅲ種税務試験
（高校卒程度）のお知らせ

家族介護教室開催のお知らせ

テクノセミナー（技術・技能講習）のご案内
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□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい

町教育委員会の教育相談日が、金曜日から水曜日
に変更になります。｢学校のこと」｢子どものこと」
｢友だちのこと」など、心配や悩みを自由に相談で
きます。
▼保護者のみなさんへ（お子さんのこと）
　・生活のこと　・友だち関係のこと　・勉強のこと
　・進路関係のこと　・問題行動のことなど
▼児童生徒のみなさんへ（あなた自身のこと）

・学校生活　・家庭生活のこと　・勉強　・進路
・就職のこと　・友だち関係のこと　
・悩みや不安　・困りごとなど

▼教育相談日は毎週水曜日
午前 8 時3０分より午後 ５ 時までです。
電話相談もご利用下さい。
佐藤信髙教育相談員

▼問い合わせ先
　教育委員会　教育総務班　TEL 83-2234

▼便利な送迎バスがご利用いただけます。
①弁当プランや宴会プランをご利用ください。
②会津三観音巡りセットと会津霊地巡りセットも

ございます。

▼鶴沼球場大会情報
　・南東北大学野球連盟 ２ 部春季リーグ戦
　　　 ５ 月１５日（土）・１６日（日）
　・高校野球全会津選手権
　　　 ６ 月 3 日（木）〜 ５ 日（土）
　・両沼中体連野球大会
　　　 ６ 月 8 日（火）〜 ９ 日（水）
　・全会津中体連野球大会
　　　 ６ 月１６日（水）
※どの大会も入場は無料です。
※ゴミの持ち帰りと観覧席の禁煙にご協力下さい。
▼町民プール

屋内プールの改装工事を終えた後、 7 月 3 日（土）
から営業を致します。
▼問い合わせ先　　　
㈱会津ばんげ公共サービス　TEL 83-1344

スポーツに親しみ健康増進と体力の向上を図り、
生活をより明るく豊かなものにするため、一般成人
を対象としたバドミントン大会を下記のとおり開催
します。この大会は第６3回福島県総合体育大会県民
スポーツ大会の予選会を兼ねておりますので、ぜひ
ご参加ください。
▼日　　時　平成２２年 ６ 月２０日（日）　午前 ９ 時〜
▼場　　所　会津坂下町民体育館　 ２ 階体育場
▼種　　目　男子ダブルス（ミックス含む）及び

女子ダブルス
▼参加資格　参加者のうち １ 名以上が会津坂下町民、

町内事業所勤務又はスポーツクラブバ
ンビィ会員であること

▼参 加 費　ダブルス １ 組２,０００円（保険料含む）
▼申 込 先　町民体育館内　スポーツ推進室
▼申込期日　平成２２年 ６ 月１５日（火）まで
▼問い合わせ先　
特定非営利活動法人スポーツクラブバンビィ
（スポーツ推進室内） 　TEL 83-2301

　 ６ 月 １ 日〜 ６ 月 7 日は第５２回水道週間です。
水は私たちの生活に欠かせないものです。限りあ

る資源です、無駄なく上手につかいましょう。
水道水は、計画に基づいた水質検査を行っています。
「安全でおいしい水道水」をお届けするため、定

期的な水質検査を実施しています。水質検査計画及
び結果、詳細については、上下水道班やホームペー
ジで閲覧できます。
▼今年のスローガン
「水道に　寄せる信頼　飲む安心」

▼検査機関　会津若松地方広域市町村圏整備組合
　　　　　㈱江東微生物研究所郡山支所

▼問い合わせ先
　建設部　上下水道班　TEL 84-1531

案 内
会津坂下町バドミントン一般ダブルス大会
兼県民スポーツ大会予選会開催のお知らせ

教育相談日変更のお知らせ

糸桜里の湯ばんげより

第52回水道週間ばんげひがし公園・鶴沼緑地公園より
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有料広告募集中！
★広報あいづばんげ 縦42㎜×横171㎜　20,000円

　　縦42㎜×横 84㎜　10,000円
★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※料金は、１か月の金額です。
（年間契約の場合、割引有り）

はかりを取引上又は証明上の計量に使用するもの
は、その正確性を確認するため、 ２ 年に １ 回定期検
査を受けることが義務付けられています。

会津坂下町は平成２２年が定期検査の実施年となっ
ていますので、忘れずに受検しましょう。
▼開催日時および場所

開催日 受付時間 検査場所
7 月２１日 １3:3０〜１５:3０ 役場東分庁舎
7 月２２日 　９:3０〜１５:００ 役場東分庁舎

▼問い合わせ　
産業部　商工観光班　TEL 83-5711

▼計量に関する相談窓口
福島県計量検定所　TEL 024-521-1111

粗大ごみの収集を以下の日程で行います。年に1
回の収集となりますので、この機会をご利用下さい。

なお、該当地区には、事前に詳細な内容のチラシ
を配布いたしますので、よく読んで、粗大ごみを出
すようにしてください。
▼収集日程　 ５ 月１６日　坂下地区

６ 月２０日　金上・若宮地区
7 月１8日　広瀬・八幡地区
8 月２２日　川西・高寺地区　

▼収集場所・収集時間
事前にチラシを配布する予定ですので、そちらを
ご覧ください。

▼収集方法　
別途配布するチラシについた処理券と処理費用を
持参し、区長・自治会長の確認を受けて、収集場
所にお持ちください。
※指定した場所に出せない場合や費用が分からな

い場合は、収集業者とご相談ください。
▼問い合わせ先
　生活部　戸籍環境班（②番窓口）　TEL 84-1500

自動車税は、毎年 4 月 １ 日現在で車を所有してい
る人に課税されます。他人に譲ったりして、実際に
使用していない自動車でも、名義変更や抹消の手続
きがされていないと、 4 月 １ 日現在の名義人に課税
されることになります。

また、自動車税を納めたときの領収証書には、自
動車の継続検査（車検）用の納税証明書がついてい
ますので、車検証と一緒に大切に保管してください。
▼自動車税（県から届く納付書）

コンビニエンスストアでも納付ができます。
▼軽自動車税（町から届く納付書）
・自主納付（現金で納める方）… ５ 月中旬に納付書

を郵送しますので、金融機関で納付してください。
・納税組合に加入されている方… ５ 月中旬以降に組

合長を通して、通知書をお渡しします。
・口座振替をご利用の方… ５ 月中旬に通知書が届き

ますので、内容の確認をお願いします。
▼自動車税の減免申請について

― 障がいを持つ方は手続きを ―
身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳などを

持っている方が所有する自動車は、障がいの程度な
ど一定の条件により、減免申請の手続きをすると、
自動車税が減免されます。納期限【 5 月31日（月）】
までに申請をしてください。
▼申請手続き（持参するもの）
・町で手続きできるもの（軽自動車税）

①身体障害者手帳　②運転免許証　③印鑑
・県（合同庁舎）で手続きできるもの（自動車税）

①身体障害者手帳　②運転免許証　③車検証
④印鑑　⑤身体障害者等のために運転する旨の証
明書（家族が運転する場合のみ福祉班で発行）
※自動車税（県税）の減免に関することは、県へ

お問い合わせください。
区分 車　の　種　類 問い合わせ先

町税

軽自動車
二輪の小型自動車
原動機付自転車
小型特殊自動車

総務部　税務管理班
（ １ 階右側⑥番窓口）

TEL 84-１５０２

県税
普通自動車
大型自動車等

（トラック・バス）

会津地方振興局県税
部　課税第二課

TEL ２９-５２６１

案 内
5月31日（月）は自動車税の納期限です

特定計量器定期検査のお知らせ

粗大ごみの収集日程について

ごみの減量化を目指して、1０月1日から
ごみ有料化が始まります。

ごみを減らすために
　☆資源を分別しましょう
　☆繰り返し使いましょう
　☆過剰な包装をやめましょう
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

▼問い合わせ先
生活部　戸籍環境班（②番窓口）　TEL 84-1500
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区　分 管 内 会  津
坂下町 区　分 管 内 会　津

坂下町
空 き 巣
ね ら い

自 販 機
ね ら い １ １

忍 　 び
込 　 み

車 　 上
ね ら い ２ １

事 務 所
荒 　 し

部 品
ね ら い １ １

出 　 店
荒 　 し

強 制
わいせつ

自動車盗 街頭犯罪
合 計 ５ 3

オ ー ト
バ イ 盗 全 刑

法 犯 ２６ １６
自転車盗 １

○会津坂下警察署　℡83-3451

会津坂下町では 3 月中、刑法犯 4 件の発生があり
ました。

毎月26日は「ツーロックの日」

県警では、平成２２年 １ 月から、毎月２６日を「二重
ロック（ツーロック）の日」として、自転車盗難被
害防止のため各種団体と連携を図り、ツーロックの
浸透を図っています。二重ロック（ツーロック）の
被害率は被害全体のわずか０.3%です。

※自転車を駐輪する際は、二重ロックに心がけ、
自主防犯に努めましょう。

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成22年3月末現在）

平成２２年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の
日程で実施します。該当する飼い主さんは最寄りの
会場で受けてください。
※犬の登録は、随時戸籍環境班で受け付けています。

登録の種類 費　　　用 受付方法
町に登録さ
れている犬

1頭につき 3,100円
集合注射料 ２,５５０円
注射済票 ５５０円

個人通知書及び
問診票を送付し
ます。必ず持参
してください。

新たに登録
される犬

1頭につき 6,100円
登録料 3,０００円
集合注射料 ２,５５０円
注射済票 ５５０円

会場で申請書に
記入していただ
きます。

◇予防注射を受ける際には問診票の提出が必要とな
ります。犬の登録をされている方には通知文書と
併せて送付しますので、記入してご持参ください。

◇つり銭のないようご協力ください。
▼H22狂犬病予防注射（集合注射）日程表

場　　所 期　　間

５
月
１９
日

高寺公民館 午前　９時3０分〜１０時　５分
坂本コミュニティー
センター 午前１０時２０分〜１０時3５分

八幡公民館 午前１０時５０分〜１１時２０分
若宮公民館 午後　１時１０分〜　１時５０分
金上公民館 午後　２時　５分〜　２時4５分

５
月
２０
日

長井会館 午前　９時3０分〜　９時4５分
川西公民館 午前１０時　　〜１０時２０分
広瀬公民館 午前１０時3５分〜１１時２０分
健康管理センター 午後　１時１０分〜　２時3０分

▼注意事項
○当日の注射は健康な犬に限らせていただきます。
○犬を扱いなれた人が連れてきてください。
○引き綱は短く持ち、犬の突発的行動に対処でき

るような服装でおいでください。
○首輪は必ず付け、注射時もはなさないでくださ

い。
○かみつき癖のある犬には、口輪をつけてくださ

い。
○フンを始末する道具を必ず持ってきてください。

※飼い犬が死亡したときや、登録内容について変更
が生じた場合は、会津坂下町生活部戸籍環境班ま
でご連絡ください。

▼問い合わせ先
生活部　戸籍環境班（②番窓口）　TEL 84-1500

案 内注 意
犬の登録と狂犬病予防注射を実施します！会津坂下警察署より

シリンダー錠又はプレス錠
＋

ワイヤー錠やハンドルロック、サドルロック

会津坂下消防署より
▼火遊びによる出火防止

北海道厚沢部町及び宮城県柴田町にて車両火災が
発生し、車内に残されていた子供が死亡しました。

原因を関係機関が調査した結果、車の中に置かれ
ていた電子ライターを使って子供が遊んでいるうち
に、火災になったとの見解が示されました。
▼幼い子供を火災から守るため

１ ．子供の手の届くところにライターやマッチを
置かない！

２ ．子供にライターやマッチを触らせない！
3 ．火遊びさせない！やっていたら注意する！
4 ．火の怖さを教える！

○会津坂下消防署　TEL 83-4100
火災・救急・救助は119番
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○申し込みは原則、土・日・祝日を除く
　午前 8時30分～午後 5時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　時 場　所
申し込み・

問い合わせ先
備　　 考

企画展「第 2 回
美
う つ く し か い

土筆会作品展」

5 月 1 日（土）
～ 6 月27日（日）
午前 9 時～

午後 4 時30分

五浪美術
記念館

五浪美術記念館
TEL ８4－1233

文化振興班（平日）
TEL ８3－2234

開館日　土・日・祝祭日
入館料　大人200円
　　　　小人100円
※毎週土曜日は小・中・高校生無料

「ばんげでも朝市」
開催！

5 月16日（日）
午前 7 時～ 9 時
売切れ次第終了

シルバー人材
センター前

駐車場

実行委員会事務局
（商工観光班内）

TEL ８3－5711
FAX ８3－5713

販売品　地元産の野菜、海産物、加工
品等

※出店者を随時募集しています。
参加希望の方はご連絡ください。

行政書士会
による相談会

6 月 3 日（木）
午前 9 時30分

～正午

会津坂下町
老人福祉
センター

会津坂下町
老人福祉センター

TEL ８3－2８37

売買契約書、土地建物の許認可、遺言・
相続・離婚等の書類作成や、申請手続
きなどの相談に応じます。

人権・行政相談会
※県政巡回相談会

同時開催
（6月1日のみ）

5 月11日（火）
6 月 1 日（火）
7 月13日（火）

午前10時
～午後 3 時

会津坂下町
老人福祉
センター

会津坂下町
老人福祉センター

TEL ８3－2８37

暴力をふるわれた等、人権に関するこ
とや役所等への苦情や問題などの相談
に応じます。

弁護士による無料
法律相談会

6 月11日（金）
午前10時

～午後 3 時

会津坂下町
老人福祉
センター

会津坂下町
老人福祉センター

TEL ８3－2８37

毎日の生活の中での心配ごと、悩みご
となど、お気軽にご相談ください。
前日までにお申し込みください。

司法書士・土地家
屋調査士による

相談会

7 月 1 日（木）
午前 9 時30分

～正午

会津坂下町
老人福祉
センター

会津坂下町
老人福祉センター

TEL ８3－2８37

財産・土地家屋問題などでの困りごと
の相談に応じます。

ばんげ健やか
キッズ

5 月20日（木）
午前10時

～11時30分

健康管理
センター

健康管理センター
TEL ８3－1000
申し込みは
いりません

対象者　 2 歳～就園前の子供と保護者
持参品　オムツ・飲み物（お子さんに

必要なもの）
内　容　 3 Ｂ体操

6 月 3 日（木）
午前10時

～11時30分

対象者　0～1・1～2歳の子供と保護者
持参品　オムツ・ミルク･飲み物（お

子さんに必要なもの）
内　容　ふれあい遊び

6 月１7日（木）
午前１０時

〜１１時3０分

対象者　 2 歳〜就園前の子供と保護者
持参品　オムツ・飲み物など
内　容　読み聞かせなど

平成２２年１０月 １ 日に「平成２２年国勢調査」が実施されます。
先月号では、国勢調査の概要についてご説明させていただきました。今回は、国

勢調査の結果がどのように活用されているかをご紹介します。
調査の結果は、選挙区の確定や議員定数の基準、福祉政策や防災対策など国や地

方自治体の行政施策での利用をはじめ、企業の事業計画や学術研究機関の実証研究
などの分野でも活用されています。

なお、前回の調査結果は、総務省統計局のホームページで公開されています。
（http://www.stat.go.jp/index.htm）

国勢調査は、私たちの生活の身近な部分にもかかわってくる大切な統計調査です。
ご協力をよろしくお願いします。

「今年は国勢調査が実施されます！」
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　町民の皆様に満足してい
ただけるようなよりよい公
共サービスを提供し、ニー
ズに応え、信頼される町職
員になれるよう、一生懸命
がんばります。

のな
ん

み ページ 会津坂下町役場の

新戦力
昨年行った採用試験の結果、 4 人が職

員として採用され、 4 月 １ 日から働き始
めました。会津坂下町の次世代を担う、
新採用職員を紹介します。

産業部農林振興班
荒井貴史（本町）

保育所
大堀明美（喜多方市）

　私は、以前から会津坂下町役場で働
きたいと思っていたので、それを実現
することができて、とても嬉しく思っ
ています。
　まだまだ分からないことばかりです
が、“前向きに”をモットーにしっか
り学んでがんばりたいと思います。
　よろしくお願いします。

総務部税務管理班
田中啓太（新町）

　自分が生まれ育った町で、大好きな子ども達と接
しながら仕事ができるということを大変嬉しく思って
おります。
　子ども達の気持ちを十分に受け止めながら、安心し
て過ごせる環境を作り、個々の可能性を引出し、伸ば
してあげられるような関わりをして参ります。
　また、保護者の皆様をはじめ、町民の皆様に１日も
早く町の職員として認めていただけるように、精一杯
努めて参りますのでどうぞ宜しくお願い致します。

若宮幼稚園
永山直美（新栄町）

　会津坂下町の恵まれた豊かな環境の中で働
く事ができ、とても嬉しいです。
　まだまだ分からない事も多いですが、町の
将来を担う子どもたちと共に過ごすことの責
任を自覚し、早く皆様に必要として頂けるよ
う精一杯取り組んでいきたいと思います。よ
ろしくお願いします。
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戸籍の窓口
3 /21〜 4 /20届出分

お誕生おめでとう

ごめい福をお祈りします

地　区　　　名　前　　（お父さん）
三　谷　佐　藤　利

と

心
う

勝
ま

（利　彦）
中政所　齋　藤　桜

さ

　空
ら

（大　輔）
塔　寺　佐　藤　音

と

　愛
あ

（竜　一）
牛　沢　平　野　颯

はや

　音
と

（恒　太）
青　木　伊　関　夢

め

　琉
る

（榮　介）
中政所　山ノ内　真

ま

　実
み

（貞　夫）
五　香　板　橋　壮

そう

　大
だい

（隼　人）
新栄町　松　谷　百

も

々
も

花
か

（健　司）
緑　町　加　藤　胡

くる

　桃
み

（ 一 ）
新富町　佐　瀬　晶

まさ

　紀
き

（直　樹）

牛　沢　磯　目　靖　久（69歳）
履　形　新　國　福　美（85歳）
細工名　谷　津　久　子（60歳）
新　町　桑　原　正　雄（90歳）
八日沢　二　瓶　　髙　（81歳）
古坂下　鈴　木　ツヤ子（79歳）
勝　方　大河原　テル子（93歳）
小　原　武　藤　昭　男（82歳）
長　井　永　山　サクノ（92歳）
八日沢　佐　藤　純　子（79歳）
青　津　江　花　八重子（89歳）
緑　町　齋　藤　明　喜（81歳）
窪　倉　石　見　キクイ（94歳）
宇　内　鈴　木　美千雄（86歳）
茶屋町　鈴　木　和　子（80歳）

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

町 の 人 口 と 世 帯
（ 4月₁日現在）

人　口……… 17,468人（−38）
　男　………… 8,344人（−28）
　女　………… 9,124人（−10）
世帯数………… 5,421戸（＋ 6）

平成２１年度の職員提案について、審査の結果を公表し
ます。

アイデア提案の部で１５件、カイゼン報告の部で 4 件が
寄せられ、審査の結果は以下のとおりです。厳しい財政
状況の中で、費用削減、効率化のために実施しています

「職員提案」ですが、確実な実現に向けた進捗管理を行い、
提案のままで終わらせない仕組みを作っていきます。
　

●アイデア提案の部

最優秀賞：保健福祉センター（金銀交流サロン）周辺の利
活用について　
中央公園・保健福祉センター（金銀交流サロン）
を一体のエリアととらえ、垣根や柵を撤去して、
自由に往来できるようにする。公園の中に施設
がある環境づくりをすることであり、誰もが気
軽に集うことのできる街なかのやすらぎスポッ
トとなりうるため。

優 秀 賞：申請書(届出書)の押印見直しについて
押印の義務を緩和することにより、印鑑忘れに
よる二度手間や手続きの簡素化及び迅速化が図
られ、町民サービスの向上となるため。

●カイゼン報告の部

優 秀 賞：お悔やみ電報を台紙による印刷に切替える
（費用削減効果１０万円）

優 秀 賞：口座振替領収済通知書発行の廃止
（費用削減効果3５万円）

平成21年度
職員提案審査の結果について

提案を実現することで、

「チェンジ
」

していきます

押印の見直しをすることで、
申請者のサービス向上につな
げます。

保健福祉センター（金銀交流サロ
ン）と坂下中央公園の一体化を図
り利便性の向上を目指します。
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こんな場合は、国保（保険証）が使えません!!

病気とみなされないもの

他の保険が使えるもの

国保の保険給付の制限

◆ 単なる疲労や倦怠
◆ 健康診断・人間ドッグ
◆ 正常な妊娠・出産
◆ 経済上の理由による妊娠中絶
◆ 軽度のシミ・アザ・わきがなど
◆ 予防注射
◆ 美容整形
◆ 歯列矯正

◆ 業務上（仕事、通勤途中）の病気やケガ
　 →労災保険の対象となります
◆ 以前勤めていた職場の保険が使えるとき

◆ けんか、泥酔など著しい不行跡によるケガや病気
◆ 故意の事故や犯罪によるケガや病気
◆ 医師や国保の指示に従わなかったとき
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休 日 当 番 医

６ / ６（日） 佐藤整形外科医院 ☎83－１１５５

６ /２０（日） 平野医院 ☎83－２２43

救 急 病 院

　　坂下厚生総合病院 ☎83－3５１１

　

【問い合わせ先　　生活部　保険年金班（④番窓口）　TEL 84-1501】

❻月の保健ガイド 会津坂下町健康管理センター　☎83−1000

●交通事故にあったとき（第三者行為による病気やケガ）

交通事故など、第三者の行為によって傷病を受けた場
合も国保で治療が受けられます。

ただし、本来治療費は加害者が支払うもの（自賠責保
険、自動車共済など）なので、一時的に国保が立替払い
をし、あとから加害者に請求します。示談の前に、必ず
国保に連絡し、届出をしてください。

届出に必要なもの

・事故証明書
・保険証　　
・印かん　　

※国保の窓口にて「第三者行為による傷病届」に傷病の状況や
相手の保険の状況などを記入し提出してください。

※示談を結んでしまうと、給付を停止、返納していただくこと
もあります。

休日救急診療当番
※　変更になる場合があります。

県医師会ホームページで確認できます。
http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/

乳幼児健康診査
場　　所：会津坂下町健康管理センター
持 参 品：母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間：午後₁時～₁時30分

事　業　名 月　　日 対　　象　　者

₄か月児 ６ 月 8 日（火） Ｈ２１年 １ 月１５日〜
２ 月１4日生

₂歳₆か月児 ６ 月１５日（火） Ｈ１９年１２月
Ｈ２０年 １ 月生

₃歳児 ６ 月１7日（木） Ｈ１8年１２月
Ｈ１９年 １ 月生

乳幼児健康
・栄養相談

６ 月１8日（金）
月齢・年齢は問いま
せん。育児について
の相談を希望する方

離乳食教室
午後2時30分～

６ 月１8日（金） Ｈ２１年 ９ 月１５日
〜１１月１4日生



山内真一さん（八日沢）が町内 4小学校の新入生155名
のために信号機に見立てたミニわらじセットを作り、子ど
もたちに贈呈しました。
山内さんは、28年前から旧川西小学校の新入生のために、
ミニわらじを作り続けてきました。
小学校の統合により、平成20年度からは坂下小学校に贈

呈していましたが、ミ
ニわらじの評判が高ま
っていることから、今回はほかの 3校分を加えて作成し、今
回は若宮小学校の新入生 1人ひとりに手渡しで贈呈しました。
このミニわらじは、交通事故にあわないようにとひとつひ
とつ願いをこめてすべて手づくりで作成しています。
山内さんの願いが新入生を見守ってくれることでしょう。

まちの話題
みなさんの活躍を紹介します

この広報紙は「大豆油インキ」を使用して印刷したものです。

会津坂下町役場　総務部秘書広報班 
〒969-6592　福島県河沼郡
会津坂下町字市中三番甲３ 6 6 2番地

TEL0 2 4 2（8 4）2 4 7 7　FAX0 2 4 2（8 3）0 3 4 9
URL http://www.town.aizubange.fukushima.jp
E-mail：soumu@town.aizubange.fukushima.jp

【発行】
【休日の水道修理当番】

６/ ６日・13日・20日

　 27日

ナリタエンタープライズ㈲
 ℡83-2009

【 5 月の納期 】

●軽自動車税

●住宅使用料　●国民年金保険料

●上 ･ 下水道 ･ 農業集落排水使用料 

春の訪れを感じて　高寺山山開き

ミニわらじ贈呈　～新入生へ交通安全の願いを込めて～

会津百名山の一つ「高寺山」の山開きが ４月１１日
（日）に行なわれ、県内外から約450人の登山客が参
加し、山に咲く“山桜”、“シュンラン”、“ショウジ
ョウバカマ”等の花を楽しみながら、登山を楽しみ
ました。
高寺山は標高４０２メートル

と、気軽に登れる山として人
気があり、また、会津地方で

≪各賞受賞者≫
遠来者賞
内野昭博さん【鹿児島県】

最年少者賞
佐々木青葉さん【2歳】

一番早く山開きが行われるところでもあり
ます。
下山後には、郷土料理の「クジラ汁」の
無料提供や町物産の抽選会が行なわれ、大
好評でした。

最高齢者賞
八島とく子さん【88歳】


